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ヨシ原の面積とオオヨシキリの噛り雄の個体数との関係

藤波不二雄’

はじめに

オオヨシキリAcrocephaZ"ｓａｒｚｚ'z或池苑“は関東地方においては４月下旬から渡来し，

ヨシ原を繁殖の場として生活する代表的な夏烏で，古来より俳句などでも親しまれ，以前

は多数繁殖していた．

近年，都市化が進むにつれてヨシ原が埋めたてられ，オオヨシキリの生息できる環境が

減少しつつある．ヨシ原はオオヨシキリをはじめパンやその他の野鳥の繁殖地であり，ま

た，換羽期のカモの絶好な隠棲地でもあり，かつ渡り鳥の重要な通過，休憩地でもある．

また，ヨシが生える地形は自然の遊水池として増水時の安全弁をも兼ね備えている．

この調査は，ヨシ原の面積とオオヨシキリの個体数との関係を明らかにし，湿地を含む

野鳥保護区やサンクチュアリなどをつくる際に，どのくらいの面積があれば何羽くらいの

オオヨシキリが生息可能かといった予測をするために行ったものである．

本邦におけるオオヨシキリの繁殖に関する調査としては松田・小川(1979)，Saito(1976

a，ｂ）の報告があるが，いずれも一定調査区におけるテリトリーに関するもので，以下に

報告するヨシ原の面菰とオオヨシキリの個体数に類する論文は未だない．

謁査地および調査方法

調査地は埼玉県南中央部７市内にある１４３か所を選んだ（図１および表１）．主な地域

は，（１）浦和市から川口市内を流れる荒川の河川敷18か所，（２）通称見沼田んぼと言わ

れる大宮市から川口市におよぶ水田地帯93か所，（３）東北縦貫道（国道122号線）と国道

４号線の間にはさまれた地域の37か所である．ヨシ原はいずれも孤立したヨシ原を選択し

た．

現地でのオオヨシキリの調査は５月初旬から６月下旬までの間に実施し，調査地により

１～３回行った．ちなみに今年の同地方におけるオオヨシキリの初認は４月25日から26日

であった．観察は主として晴天の日の午前中に実施し，場合によって午後にも行った．オ

オヨシキリの個体数の調査は調査地内での翻り雄の個体数を地図上に記入して行った．調

査方法は，１ha以上の大きなヨシ原においては，蛇行進法およびランダム行進法を併用し

鱒り雄の個体数を地図上に記入した．またlha未満のヨシ原の調査は，ヨシ原全体が一望

できる場所で数か所の定点観察を行い，騨り雄の個体数を同様に記録した．表１に示した

個体数は，渡来後テリトリーを確立し繁殖行動に入ったと思われる５月21日から６月25日

の間に記録した騨り雄の観察個体数であり，渡来初期の記録および雌の個体数は削除し

た．
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調査地名
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表１調査地，面積，個体数（個体数は５月21日～６月25日の記録）
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図１調査地概要図Mapofsurveyedarea．
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調査地のヨシ原の面積は，大きなヨシ原では１/2.5万の地図および自転車のメーターを

併用し，小規模のヨシ原では歩幅(70ｃｍ）と巻尺を併用して測定した．

鯛査結果および考察

ヨシ原の面積の増大に応じてオオヨシキリの翻り雄の個体数が増加していく様相を図２

に示した．ヨシ原の面積が１haにならない範囲では個体数はほとんど増加しないが，lha

以上になると個体数は次第に増加し，２～５ha付近で５～７羽前後，２０ha付近で20羽にな

る．そこでヨシ原の面積をＡ，オオヨシキリの廟り雄の個体数をＮとすると両者の関係は

１７９

Ｎ＝0.60＋1＋Exp(4.91-0.891ogA）

という式で近似される．

この関係式は，ヨシ原の面積とオオヨシキリの蝋り雄の個体数の関係がロジスティク曲

線にのるものと仮定して，コンピュータを用いて導いたものである．

ここで，ＥｘＰとは指数関数近似を表わす．したがって，この式に基づけば

Ａ＝１の とき Ｎ＝ １． ９１

Ａ＝１０のときＮ＝10.28

Ａ＝100のときＮ＝55.64

という予測ができる．

以上のように，ヨシ原の面積の増大に応じたオオヨシキリの翻り雄の個体数の増加は，

かなりはっきりした規則性がある．

ただ，図２でみられるように１１m未満の小規模のヨシ原でも４～５羽の個体が観察さ
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れ，逆に１ha以上のヨシ原でも個体数が少ないという現象もみられる．こういった現象

は，面積以外の要因が関与していることを暗示しており，例えば同じ面積をもつヨシ原で

も正方形に近いヨシ原〔表１，大間木(0.45ha，１個体)〕よりも長方形あるいはＬ字形の

ヨシ原に多くの個体が認められる．また河川沿いのヨシ原では，幅はあるが細長く面積が

狭いところ〔荒川(0.35ha，４個体)〕でも個体数が多いといった傾向がある．

さらに，個体数の少ないところではヨシ原の土壌が乾燥していたり，ヨシの丈が短い

か，ヨシ原そのものが若いといった傾向もみられた．特に土壌が乾燥したり，あるいは乾

燥しつつあるヨシ原では，周辺の埋め立てや宅地化といった環境の悪化がみられていた．

今回は，148か所について調査を行うことができたが10ha以上の面積を持つヨシ原が少

ないために，広いヨシ原について明瞭な結果を得ることができなかった．しかし，当初の

目的はある程度達成されたものと考えられ，ヨシ原を含む湿地性の野鳥保護区あるいはサ

ンクチュアリを検討する場合に１つの目安になれば幸いである．
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図２ヨシ原の面菰とオオヨシキリの噂り雄の個体数との関係．図中の曲線および関係式は

面積とオオヨシキリの鴫り雄の個体数の関係がロジスティク曲線にのるものと仮定し

て，コンピューターで近似のよいものを選んであてはめた．

Relationshipbetweentheareaof掘Arag"』〃““"""”ｊｓａｎｄｔｈｅｓｏｎｇｍａｌｅ

ｎｕｍｂｅｒｏｆＧｒｅａｔＲeedWarblersA〃o“PAaZ“αr”戊加αc”s・Thecurveand

equationinthefigurewerefoundbycomputer，supposingthattherelation

betweeｎａｒｅａｓａｎｄｔｈｅｓｏｎｇｍａｌｅｎｕｍｂｅｒｏｆＧｒeatReedWarblerscanbeapplied

tothelogiSticcurve．
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要 約

1・埼玉県南中央部７市内，148か所の孤立したヨシ原を選び，ヨシ原の面積とオオヨシキリ

の卿り雄の個体数との関係を調査した．

2．オオヨシキルの潮り雄の個体数はヨシ原の面赦の増大とともに増加し，両者の間に面積を

Ａ，鞠り雄の個体数をＮとした場合

１７９亜Ｔ－ｒｈＪやj，０

Ｎ＝０．６０＋
1＋Ｅｘｐ(4.91-0.891ogA）

という関係が認められた．
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